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都市再生整備計画　事後評価シート

阪急池田駅周辺地区

令和4年3月

大阪府池田市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 48.7ha

交付期間 0.477

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

大阪府 市町村名 池田市 地区名 阪急池田駅周辺地区

平成30年度～令和3年度 事後評価実施時期 令和3年度 交付対象事業費 1664百万円 国費率

１）事業の実施状況

当初計画に

位置づけ、

実施した事業

事業名

【公園】満寿美公園、【地域生活基盤施設】広場／（仮称）栄本町ポケットパーク、情報板／満寿美公園、地域防災施設／満寿美公園、　【高質空間形成施設】緑化施設等／府道箕面池田線

【事業活用調査】事業効果分析調査

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響
当初計画

から

削除した

事業

なし

なし

新たに追加

した事業

【高次都市施設】（仮称）池田地域交流センター
【地域生活基盤施設】雨水貯留槽整備／満寿美公園

（仮称）池田地域交流センター整備：立地適正化計画の策定に伴
い、公共施設の最適化の観点から既存施設の統廃合を行い、既計
画との相乗効果を図るため

雨水貯留槽整備：満寿美公園整備の実施設計に伴い、耐震性貯水
槽（100t）を耐震性貯水槽（40t）と雨水貯留槽（20t）に変更したため

（仮称）池田地域交流センター整備：施設を集約化、更新すること
で、既存施設の利用者数以上の利用が見込まれ、まちの交流人
口の増加が図られるため、目標値の向上が見込まれる。

雨水貯留槽整備：公園の機能を大きく変更するものではなく、指
標への影響はない。

【地域創造支援事業】公益活動促進センター整備、しごと相談・支援センター整備
（（仮称）池田地域交流センター内）

立地適正化計画の策定に伴い、公共施設の最適化の観点から既
存施設の統廃合を行い、既計画との相乗効果を図るため

施設を集約化、更新することで、既存施設の利用者数以上の利
用が見込まれ、まちの交流人口の増加が図られるため、目標値
の向上が見込まれる。

交付期間

の変更

平成30年度～令和2年度 交付期間の変更による事業、

指標、数値目標への影響
（仮称）池田地域交流センターの開設に伴い、指標4：（仮称）池田地域交流センター利用者数を追加

平成30年度～令和3年度

２）都市再生整備計

画

　　に記載した目標を

　　定量化する指標

　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

1年以内の

達成見込み

効果発現要因

（総合所見）

フォローアップ

予定時期

指標1
阪急池田駅1日平均乗降
客数（定期外）

人/日
14,298（乗）
13,592（降）

H27
15,000（乗）
14,300（降）

R３ －
11,000（乗）
10,500（降）

×
新型コロナウイルスの感染拡大の影響によ
り、大きく減少した。

R4年度

指標２ 観光施設の来場者数 人/年         1,600,000 H28         1,700,000 R３ －           682,000 △

R1年度時点では目標値を達成（1,767,000
人）していたが、新型コロナウイルスの感染
拡大の影響により大きく減少しており、感染
症の影響がなければ目標達成していた見
込み。

R4年度

指標３
阪急池田駅の空き店舗率
の抑制

％ 9.0 H28 9.5 R３ － 16.2 △

R1年度時点では目標値を達成（推計値
8.8％）していたが、新型コロナウイルスの感
染拡大の影響により大きく増加しており、感
染症の影響がなければ目標達成していた
見込み。

-

指標４
（仮称）池田地域交流セン
ター利用者数

人/年             52,405 Ｈ29             55,000 R３ － - - 施設の供用開始後に指標の計測を行う。 R4年度

３）その他の数値指標

　　（当初設定した数値

　　目標以外の指標）に

　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

74.4

1年以内の

達成見込み

効果発現要因

（総合所見）

フォローアップ

予定時期
その他の

数値指標1
池田市に住み続けたい
と回答した割合

％ 61.6 H21 －
本計画による整備も含め、市全体でのまち
づくり施策により、定住意向が高まった。

-

令和4年3月に（仮称）栄本町ポケットパーク周辺で、ポケットパーク利用者へのアンケート調査を行ったところ、「整備前よりよい雰囲気になった」、「日当たりがよくなって気持ちよい」等の評価の声があり、居心地のよい空間の創出に寄与している。

５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング －

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなく、実施したものもない。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加

プロセス

・（仮称）池田地域交流センター整備事業説明会
・満寿美公園整備現場説明会
・府道箕面池田線緑化施設等整備アンケート

都市再生整備計画に記載し、実施できた 今後も市民の意見を取り入れながら、市民との協働により施設の維持・管
理を行うとともに、住民活動を啓発・支援する交流拠点の形成を図る。ま
た下記の様な意見があった。
・ポケットパークについては、ポケットパーク横の倉庫等の活用または撤
去を行うことで、幅広く活用の検討ができる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり

体制の構築
・「官民連携まちなか再生推進事業」におけるエリアプラットフォームの
構築

都市再生整備計画に記載し、実施できた 行政、主要施設の運営者、活動団体、地元企業、大学などの多種多様な
関係者と連携しながら、駅周辺エリアの空間の質向上と回遊性向上によ
るまちの活性化、賑わい創出を図る。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要


